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令和 5年 12月 1日 

報 道 機 関  各位 

富山大学 地域連携推進機構 地域医療・保健支援部門では、地域の各種社会資源と連携し

た、地域医療や地域保健に関する調査研究、人材育成、情報発信に関する事業を行っていま

す。その一環として継続看護についてのシンポジウムを平成 25年から年１回開催していま

す。今回のメインテーマは「特定行為研修の教育場面で起こりうること・対応・配慮 ～研

修生の学習支援～」です。 

つきましては、本件について取材・報道方よろしくお取り計らい願います。 

 

記 

■日時  令和 5年 12月 4日（月） 17:45～19:15 

■場所  富山大学杉谷キャンパス 講義演習等 1階 大講義室 

（富山市杉谷 2630番地） 

 

本学大学院総合医薬学研究科 看護科学プログラムに、昨年度より NP コースが新設され

ました。NPとは「ナースプラクティショナー」の名称の略で、「患者の QOL向上のために医

師や多職種と連携・協働し、倫理的かつ科学的根拠に基づき一定レベルの診療を行うことが

できる看護師」としての教育課程を修了し資格試験に合格した高度な実践看護師です。看護

師として一定の経験を有し、かつ専門的な研修を受けた者が、医師の指示を受け、特定の医

行為を実施することができる看護師です。 

 本企画では、① 大学院 NPコースの中での特定行為研修への支援について考える、②臨床

での NP 活動について理解し、NP コース教育への教育支援について考える機会にします。

学内の教員のみならず、附属病院看護部との共催で、広く県内の公的医療機関、訪問看護ス

テーション、地域包括支援センターにもご案内し、NP と特定行為研修のご理解と普及を目

指すものです。 

 

富山大学地域連携推進機構地域医療・保健支援部門 

令和 5 年度 地域包括ケアシステム推進事業 

継続看護シンポジウムの開催 

【本発表資料のお問い合わせ先】 

富山大学 地域連携推進機構 地域医療・保健支援部門 

部門長  田村 須賀子 

TEL：076-434-7441  Email：tamusuga@med.u-toyama.ac.jp 

 

mailto:tamusuga@med.u-toyama.ac.jp





	富山大学地域連携推進機構地域医療・保健支援部門
	令和5年度　地域包括ケアシステム推進事業
	継続看護シンポジウムの開催
	【本発表資料のお問い合わせ先】

